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母子によって異なった月齢変化をみせていた。

したがって，乳児期においては食物への興味は

個人差があり，子どもに応じた対応が求められ

ることが示唆される。乳幼児の9～11か月まで

の期間における食に関連する各行動についての

生起頻度と，食行動の発達指標である自記率，

受容率，口の取り込み機能および咀噛機能の

4つの指標との関連性については，先にも述べ

たとおり11か月までの乳児期に「食物を持つ」

および「手づかみで食物を運ぶ」が多い場合，

14か月の二食率が高くなることが明らかとなっ

た。また，9～11か月での「母親の介助」を「受

容」が少ない場合，14か月での自食率が高くな

ることが明らかとなった。つまり，11か月まで

に食物を触る経験が多い，もしくは早期から手

づかみで口に運ぶ行動が頻繁に見られていた乳

幼児は，14か月において自分で食べる頻度が高

かった。また，11か月までの時期に母親のかか

わり頻度が高いと，実際に食物を見る行動は少

なくなり，乳幼児の自分で食べる行動も少ない

ことが示された。Fieldらは，母親の役割は乳

児の行動や応答性に敏感に反応し，また過干渉

すぎず，低干渉すぎない育児をすることとし，

早期の相互交渉の重要性を指摘した20）。本研究

では，Fieldらの指摘を支持する結果となった。

つまり食事場面での母親からのかかわりかけで

重要な点は，子どもが食物に興味を向けている

ことに敏感に反応し，子ども自身が自分のでき

る能力の中で触る，持つ，口に運ぶということ

を積み重ねられるようにサポートすることであ

ると考えられる。

　乳幼児の食行動は，経験学習で発達していく

とされている19）。母親が過干渉の場合，乳幼児

期に必要な自分で食べる力を育む経験：が少なく

なってしまう。また，乳児期においては食具に

注意を向けようと強い干渉を行うよりは，素手

であっても構わないので，自ら食物に関わるよ

うに働きかけることが重要であることが示唆さ

れる。

　以上の結果から，離乳期における乳幼児の食

行動の発達を促すかかわりとして，早期に自分

の手を使って食べ物に触れるなどの経験の重要

性，子どもの食べることに対する母親の適度の

介入について行動データを基に実証することが

621

できた。これらのことから，育児指導の現場に

おいて，食事指導を行ううえで留意したい点と

しては，まず子どもが興味を示しているモノは

何であるか，そして食物に触れる経験を子ども

にどれだけさせているのかということを，母親

と確認していくことが重要と考えられる。また，

離乳期においてはまだ母乳，人工乳も摂取して

おり，あくまでも子どもが自分で食べられるよ

うになるための準備期間であるということを重

視し，子どもの行動を見守る姿勢も持ちながら，

食事を促すことを勧めていくことを提案する。

　本研究では食事場面を自然な状態で観察する

ことを重視したため，食事にかかる時間や食欲

など対象者の特性や食事内容，調理の仕方など

について統制を行わなかった。分析には回数を

直接用いるのではなく，生起頻度を用いたこと

で食事時間の影響を多少排除できたと考えられ

る。調理の仕方や食欲などについては各月に2

回の観察を行ったため，ある程度考慮されたも

のとは考えられるが，対象者の特性を含めこれ

らの要因についてはさらにより詳細な検討を行

う必要がある。

　今後の課題として，子どもが自分で食べる行

動を確立する時期は3歳頃であることから，対

象年齢を上げて食物に対する嗜好性や慣習も含

めて子どもの食行動に影響を与える因子につい

て検討することがあげられる。
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（Summary）

　We　studied　the　connection　between　four　indica－

tors　of　the　development　of　eating　behavior　in　infants

at　14　months　of　age：rate　of　self’feeding，　feeding

by　the　mother，　ingesting　food　and　chewing，　and　the

rate　of　frequency　of　eating　behavior　in　the　infants

between　9　and　11　months　of　age．　Fourteen　mother－

infant　dyads　were　visited　in　their　homes　twice　a

month　at　different　stages　of　the　infant’s　growth－

at　9，　10，　11，　and　14　months　of　age，　and　videotaped

during　a　meal　event．　A　positive　correlation　was

found　between　the　rate　of　self－feeding　at　14　months

of　age　and　holding　foods　and　hand－feeding　when

the　infaht　was　between　9　and　11　months　of　age．　On

the　other　hand，　a　negative　correlation　was　found

between　the　rate　of　self－feeding　at　14　months　of

age　and　feeding　by　the　mother　between　9　and　11

months　of　age．　The　results　indicate　that　the　experi－

ence　of　using　hands　for　feedmg　and　an　appropriate

arnount　of　maternal　involvement　would　encourage

infants　to　develop　forms　of　eating　behavior　during

the　introduetion　of　solid　food　to　the　diet．
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